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研究成果の概要（和文）：「空間経済理論の再構築」に関する研究では、Melitz and Ottavianoの理論モデルに
内在する問題点を解決する方向で研究を進めた。
「都市地域システムの経済厚生分析」に関する研究では、中国の近年の経済発展のモデルを構築し、その動学化
に成功したので、論文にまとめたところである。
「知識創造による都市の発展と衰退のメカニズムの解明」に関する研究では、生産活動によって生じる環境汚染
を都市経済モデルに組み込み、都市の発展と衰退に着目した研究を行った。さらに、産業間の変遷と農村から都
市への人口移動を同時に扱う理論モデルを開発した。その他の分野についても、順次研究を進めた。

研究成果の概要（英文）：In reconstruction of spatial economic theory, we have fixed problems in the 
theory　by Melitz and Ottaviano.
In the economic welfare study of urban and regional system, we have succeeded in constructing a 
dynamic economic development model of recent China and summarized the results in an academic paper.
In the study of urban growth and decline due to knowledge creation, we have incorporated 
environmental pollution into an urban economic model and analyzed urban growth and decline in 
detail. Furthermore, we have constructed a model of structural change in industries and ruran-urban 
migration, and so forth,
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研究成果の学術的意義や社会的意義
「空間経済理論の再構築」に関する研究では、新国際貿易理論の中心であるMelitz and Ottavianoモデルに内在
する問題点を解決することによって、新たな知見が得られ、理論的な進展が見られた。
「都市地域システムの経済厚生分析」に関する研究では、中国の改革開放政策が経済発展与える影響を明らかに
したので、開発途上国の経済発展の一助になると考えられる。
「知識創造による都市の発展と衰退のメカニズムの解明」に関する研究では、都市経済活動によって引き起こさ
れる環境汚染を減じる政策を得ることができた。その他、いくつかの分野において理論化の試みを行い、それら
の相互作用によって新たな知見が期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
本研究の経済諸問題は、学際的な広がりをもつとともに、空間経済学（都市経済学、新経済地理
学、新貿易理論）の中核をなすものである。空間経済学は、2008年にノーベル経済学賞を受賞
した Paul Krugman (1980 Amer Econ Rev) と Krugman (1991 J Polit Econ) の先駆的研究を
踏まえて、世界各国のさまざまなトップレベルの研究者が精力的に理論と実証の研究を行って
いて、近年目覚しい研修成果を世界中で挙げつつあるところである。 
なかでも、Ottaviano-Tabuchi-Thisse(2002)やMelitz(2003)やMelitz- Ottaviano (2008)は, 
新経済地理学、新貿易理論として展開し、飛躍的に発展しつつある。ミクロ経済学的を基礎にし
て、Paul Krugman の二つの理論を再検討することによって、空間経済学を再構築する試みが
必要である。具体的には、(1)情報集約理論や製品差別化や土地利用といった他の社会科学と空
間経済学を接合することと、(2)新経済地理学と新貿易理論の実証分析へ展開することである。 
 
２．研究の目的 
グローバル化とともに、経済的な国境が消えゆくなかで、都市集積の経済による大都市集中は進
行しつつ、世界の都市システムは変貌していくと予測されている。しかしながら、コロナ禍が続
くいま、東京一極集中に代表される都市集積が見直されつつあるだけでなく、それに伴って地球
環境・都市環境の変化や地域間・都市内格差など問題が深刻になりつつある。本研究は近年世界
的に数多くの目覚しい研究成果を挙げつつある空間経済学の分野に焦点を絞って研究を行いつ
つ、これら都市問題を解決することによって社会貢献することを主な目的とする。 
特に、国内外のデータを駆使して広範な実証分析に重点を置きつつ、世界規模で起きている大都
市集中と環境汚染との関係を計量経済学的に明らかにすることを目的とする。そのことによっ
て、望ましい社会厚生を達成すべく都市地域経済政策を模索する。また、都市の発展と衰退のメ
カニズムを解明し、さらには都市地域経済学と国際貿易理論と産業組織論の再構築を通じて、社
会厚生を高める経済政策を導き出すことに重点を置く。 
 
３．研究の方法 
(1) 空間経済理論の再構築と他分野への応用 
コロナ禍を念頭に置きつつ、都市内部の空間構造、都市内部の所得格差、企業立地の理論、民族
や人種の多様性と経済成長、外国人労働力や多国籍企業や地域公共財が地域経済に果たす役割
などについて、多角的に研究を遂行した。Berliant教授、Thisse教授、Zhu教授らと共同で研
究を行った。 
(2) 都市地域システムの経済厚生分析 
明治から令和にいたるまでの地域人口分布の変遷に焦点をあて、空間経済学的なアプローチに
よって計量経済分析を行った。また、地域間人口移動と地域の効用水準の関係に着目し、地域間
の所得格差や成長率格差に関する分析を行った。一方で、中国の近年の経済発展の静学および動
学モデルを構築し、国際地域経済システムの変化を明らかにし、理論分析を行った。浙江大学の
Xixei Zhu教授らと共同で研究を行った。 
(3) 知識創造による都市の発展と衰退のメカニズムの解明 
情報通信技術や交通輸送技術の発展が経済活動の空間分布にいかなる影響を与えるかについて、
複数地域に拡張した空間経済の一般均衡理論の枠組で研究を遂行した。また、IT 産業のように
地理的距離に依存しない産業やサービス産業のように地理的距離に依存する産業において、企
業立地はどう変化するか調査することによって、大都市集中が今後も継続するかどうかについ
て分析した。さらに、情報通信技術や交通輸送技術の社会基盤投資に着目して、社会厚生分析を
行い、現代都市経済にとって有用な政策的な含意を導き出した。Hans Koster教授、Pflüger教
授、Thisse教授らと共同で研究を行った。 
 
得られた結果は、Urban Economics Association、日本経済学会、応用地域学会、各大学のワー
クショップ等において報告するとともに、国際学術誌に投稿する。 
 
４．研究成果 
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〔学会発表〕 
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